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食べることの意味 

  生命の維持 

 

 

 

 

楽しみ 文化・社会的つながり 

｢食べる意味｣ 

｢口から食べる｣ことは、人間にとっての特別な意味をもつ 

食べることは生きること。 

人は口から食べるから元気になる！ 
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目で見る 

匂いをかぐ 

味わう 

食事は脳を刺激し、活性化させる 

感覚器からの様々な刺激によって意識の中枢
である脳の網様体が刺激される。そしてしっ
かり目が覚め、意識がはっきりしてくる。 

調理の音
を聞く 

網様体
を刺激 
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食べ物を想像
して唾液が出
てくる。 

内臓が目を覚
ます 

次いで胃液や
膵液などの消
化液の分泌 

運動・感覚を
司る部分の 
活性化 

脳全体が活
発化してく
る 

身体全体の活力
や生きる意欲に
つながる 
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健康のバランス 

霊的健康 

歴史的健康 

文化的健康 

社会的健康 

心理･精神的健康 

身体的健康 

中島紀恵子他：老年看護学･実践看護技術学習支援テキスト、日本看護協会出版会、一部改編 
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  健康バランスがくずれる 

中島紀恵子他：老年看護学･実践看護技術学習支援テキスト、日本看護協会出版会、一部改編 
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高齢者にとっての健康とは 

トータルにバランスが安定した状態 

霊的健康 

歴史的健康 

文化的健康 心理･精神的健康 

身体的健康 社会的健康 

中島紀恵子他：老年看護学･実践看護技術学習支援テキスト、日本看護協会出版会、一部改編 

食事の
要素 

食事の
要素 

食事の
要素 
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生活のバランスを中心においた考え方 

病気や障害を持ちながら、いかにより良く、 
自分らしく生きるのか 

「口から食べられる」ことの 
意義は大きい 

個人のもつ価値観を尊重しつ
つ、その個人の条件の範囲内
で可能な限り良好な状態と環
境を作っていくことが大切 
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その理由・・・  

 

 

ではなぜ、食べないのか？ 

食べたくないの？ 

食べたいけれど 
食べれないの？ 

食べる行為を 
忘れてしまったの？ 
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食べたくないのは・・・ 

食欲不振をきたす病気 
消化器系の病気 

身体の痛みや、発熱など 

活動量が少なく、 
空腹感を感じない 

昼夜が逆転して、昼間活動 
できない一日寝たきりの状態 

生きる意欲が 
減退している 

「生きていても仕方がない」 
「私なんか・・・」とふさぎ
込む」等うつ病やうつ状態 
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82歳の男性Ｔさんは脳梗塞により右半
身麻痺となってしまった。意識もはっ
きりして、認知機能の障害もないが、
食事がすすまず体重が3か月で６Kgも減
少してしまった。活気がなくなり、笑
うこともなくなった。 

[事例１]食べたくても食べられないＴさん 
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むせて、うまく飲み込めないのでは？ 

咀嚼に問題があり 
食べ物を細かく噛み
砕くことができない 

食物を塊にすること
に問題がある 

嚥下反射が低下し飲
み込むことに問題が

ある 

むせないための工夫 

・やわらか食の工夫 
 

・一口大の食べ物 
・とろみをつける 

・食事前の舌の運動や 
 顔面マッサージ 
・姿勢の工夫 
・とろみをつける 
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①口腔内の乾燥や 
汚れ 

②義歯の痛みや噛み
合わせが悪い 

③不安定な姿勢 ④前掛けやエプロン
で自尊心の低下 

⑤ご飯におかずや 
 薬をまぜること 
による食欲減退 

⑥自助具などを使って 
 自分のペースで 

食べたい 

食事に楽しみがなくなり、苦痛と感じているのは？ 
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口腔ケアの不良がもたらす病気 

虫歯 
歯周病 
口臭 
口内炎 

心臓病 

肺炎 

糖尿病 
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口腔ケアの方法 

奥から前へ ブラシを洗い
ながら 

舌ブラシ 

スポンジブラシ 

唇と歯ぐきの間 

上あご 

舌 
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食事用自助具の例 
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食前に「ぶくぶくうがい」をしましょう。 

横に座りましょう。 

麻痺がある場合は、麻痺のない側から介助し  

  ましょう。 

足が床について、安定するようにしましょう。 

高齢者と目の高さが同じになるように椅子に 

 座りましょう。 

上から介助せず、下から口にもっていくよう 

  にしましょう。 

 

食事介助をする場合のポイント 

Copyright 2012 Naomi Ichiki 



[事例]食べる行為を忘れてしまったＳさん 

92歳の女性Ｓさんは、認知症があり食事時間
になっても、テーブルに座ろうとしない。よ
うやく座っても、自分では全く食べようとし
ない。食事の形態は、飲み込みが悪いためミ
キサー食だった。 
「口を開けて」と言っても開けようとしない
ため、介助で歯の隙間から無理にスプーンを
入れて食べさせることも多かった。 
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【高齢者施設の普通食】【Ｓさんのミキサー食】 

ご飯は、水分が少ないと 
糊状になりかえって 

飲み込みづらかった。 
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食事に結びつく様々な手がかりを用意する。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

食べる機能を高める。 
 

認知症高齢者の食環境づくり 

・食事場所に目印などを付けてわかりやすくする 
・同じ場所、同じテーブルや椅子など馴染みのある環境をつくる 
・炊飯器や食器棚などの家具や物により雰囲気づくり 
・買い物や調理にかかわる機会の提供 

・食卓や椅子の高さの調節により、食べやすい安定した姿勢の工夫 
・食べる動作を忘れても、箸と食器をわたして食べる動作の構えをつくる 
・援助者による介助は必要最小限にとどめ、食べるための機能を維持する 

見当識への支援 

機能的な能力への支援 
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口から食べるこ
とを皆で支える 

 

訪問歯科 
かかりつ
け医師 

訪問 
リハビリ 

 

訪問介護 

 

訪問看護 
 訪問栄養
管理指導 

 

 家族  

ケアマネ
ジャー 

口から食べるこ
とをあきらめな
いでください 

食と生活を支える在宅ケア 
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胃ろう造設 

胃 体外 

腹
壁 

http://www.peg.or.jp/eiyou/peg/about.html 

「口から食べさせたい」 

１．胃ろうやチューブを入れる 
  前にできるだけの工夫をし 
  てみる。 
２．口から食べられる状態に戻 
  す努力をする。 

家
族 

医
療
者 
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